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楢葉町 地域復興実用化開発等促進事業

• ロボット技術等イノベーション・コースト構想の重点分野
について、地元企業との連携等による地域振興に資す
る実用化開発等の費用を補助する。

福島イノベーション・コースト構想の具体化（平成２８年度予算案額 143.4億円（新規））

モックアップ試験施設（楢葉町）
既に事業化が進んでいるものの例

福島浜通りロボット実証区域

• 原子炉格納容器下部の漏えい箇所を調査・補修
するロボット等の機器・装置の開発・実証試験等の
実施を想定。

• 平成27年10月19日に開所式を実施（研究管理
棟は完成）。平成28年４月ごろに、試験棟を含め
た本格運用開始（予定）。

○ イノベーション・コースト構想の実現に向けて、拠点の整備を推進するとともに、地域産業の復興に資する実用化開発
等を支援し、プロジェクトの事業化と具体化を図る。

共同利用施設（ロボット技術開発等関連）

楢葉遠隔技術開発センター
完成予想図

研究管理棟試験棟

遠隔操作機器
実証試験エリア

PCV下部補修
実証試験エリア

モックアップ試験施設

• 橋梁、トンネル及びダム・河川その他山野等を利用
したロボット実証区域。

• 12月22日時点で、14の開発事業者が31の実証
試験を希望。2件の実証試験が行われ、その他につ
いては、市町村とマッチング中。

（橋梁点検） （火山災害調査）

• 福島県浜通り地域においてロボッ
ト分野等の先進的な共同利用
施設の整備、設備等の導入等を
行う。 イメージ図

イメージ図

• 福島浜通り地域において、福島県の重
点産業であるロボット分野の地元中小
企業や県外先進企業による産業集積
を構築し、被災地の自立と地方創生
のモデルを形成するため、ロボットテスト
フィールド及び研究開発施設等を整備
する。

ロボットテストフィールド
平成28年度の経産省の主な取組の方向性

実現可能性調査（ＦＳ調査）

• 今後プロジェクトの具体化を進めて行くに当たり必要な
調査等を実施する。

福島県
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28年度：51.0億円

28年度：21.7億円

28年度：69.7億円

28年度：1.0億円
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イノベーション・コースト構想
（ロボットテストフィールド・研究開発拠点整備事業）【復興】
平成2８年度予算案額 51.0億円（新規）

製造産業局 産業機械課
03-3501-1691

事業イメージ

① ロボットテストフィールド整備事業

② 研究開発等施設整備事業

例：無人航空機 例：陸上ロボット 例：水上/水中ロボット

事業の内容

条件（対象者、対象行為、補助率等）

事業目的・概要

平成29年度までに①及び②を整備し、福島浜通り地域にロボッ
ト産業の集積を創出する。

福島浜通り地域において、福島県の重点産業であるロボット分野
の地元中小企業や県外先進企業による産業集積を構築し、被
災地の自立と地方創生のモデルを形成するため、以下を行う。

国 補助
(10/10)

福島県

① ロボットテストフィールド整備事業：無人航空機や災害対応ロボ
ット等の実証実験が行えるテストフィールドの整備費を補助する。

② 研究開発等施設整備事業：テストフィールドでの実証結果を評
価し、継続的な開発・実践活動を行うための施設整備費及び設
備購入費等を補助する。

成果目標

※ 上記に加え、地元企業と県外先進企業等との共同開発を通じて地元企業のロボット

技術向上を促すべく、福島イノベーション・コースト構想推進施設整備等補助金の

地域復興実用化開発等促進事業による、ロボット・テストフィールドの活用を進める。

※ 上記①と②の整備事業費（平成28年度と平成29年度の2年間で76.5億円）

については、平成29年度に係る国庫債務負担行為を措置する。
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事業の内容
事業目的・概要
福島県浜通りにおいて、国内外の研究者、技術者、企業等の英知を
結集するためにも、共同で研究を行い、イノベーションを創出する環境を
整備していくことが必要です。

 ロボットは福島県の重点産業として位置づけられており、ロボット技術開
発にあたっては、福島第一原子力発電所の作業等、人が入って作業
することができない過酷な環境下等に対応するための高度で実践的な
技術開発とともに、医療機器等その他の分野における技術開発等が
求められています。

 また、地元の中小企業等からも、ロボットに関する技術指導や試験設
備の整備等が必要との声があがっています。

 こうしたことから、福島県浜通り地域においてロボット分野等の先進的な
共同利用施設の整備、設備等の導入等を行います。

地域経済産業グループ
福島産業復興推進室

03-3501-8574
製造産業局 産業機械課
03-3501-1691
商務情報政策局 医療・福祉機器産業室
03-3501-1562

事業イメージ

成果目標
平成29年度までに施設を整備し、国内外の研究者が継続的に駐在し、
基礎的・基盤的な研究を実施できる環境を整えます。

条件（対象者、対象行為、補助率等）

福島イノベーション・コースト構想推進施設整備等補助金
（共同利用施設（ロボット技術開発等関連）整備事業） 【復興】
平成28年度予算案額 21.7億円（新規）

国 福島県
補助（定額）

※施設整備費（平成28年度と平成29年度の2年間で58.2億円）については、平成29年度
に係る国庫債務負担行為を措置する。

共同利用施設のイメージ

【併設する研修棟】
〈１階〉研修室、ﾗｳﾝｼﾞ・ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞを配置。
〈２階〉宿泊室、談話室を配置。
〈３階〉宿泊室、共同浴場等を配置。

共同利用施設イメージ図

〈１階〉事務室、工作室、レーザ加工装置室等
〈２階〉研究室、会議室等
〈３階〉ロボットの標準試験設備及び多目的試験スペース
〈歩廊〉 ３階上部に周回歩廊

工業試験所等
指導員控室

レーザー加工装置

ロボット標準試験設備

多目的試験スペース
（吹抜構造）

旋盤 フライス盤

レーザー焼結金属3Dプリンタ

研修棟イメージ図
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楢葉町

事業の内容

条件（対象者、対象行為、補助率等）

事業目的・概要
• 福島県浜通り地域において、国内外の研究者、技術者、企業等の
英知を結集するためにも、共同で研究を行い、イノベーションを創出
する環境を整備していくことが必要です。

• 今後、福島第一原発の廃炉や被災地域の復興を円滑に進めていく
ため、その周辺地域において、ロボット技術をはじめエネルギーや農業
など多岐にわたる分野の研究開発が実施されることとなりますが、この
ような先端課題の解決に向けて開発された技術や人材が福島県浜
通り地域の産業復興を支える新技術や新産業創出の原動力となる
ことが期待されています。

• そのため、福島県浜通り地域において、イノベーション・コースト構想の
重点分野について、地元企業との連携等による地域振興に資する
実用化開発等を促進し、福島県浜通り地域の早期の産業復興を
実現すべく、
①福島県浜通り地域において実施される実用化開発等
②国際産学官共同利用施設への入居による実用化開発等
などの費用を支援します。

成果目標
・ 2020年(平成32年)オリンピック・パラリンピック東京大会までを当面
の目標に、福島県浜通り地域に先端的な産業の集積を創出します。

事業イメージ

国 福島県等

補助

民間企業等
補助

地域復興実用化開発等促進事業イメージ

ロボット技術等イノベーション・コースト構想の重点
分野（＊）について、地元企業との連携等による
地域振興に資する実用化開発等の費用を補助し
ます。
＊廃炉、ロボット、エネルギー、環境・リサイクル、農
林水産業等の分野を言います。

共同利用施設イメージ図
42/3、1/2

【支援対象となる実用化開発等】

①福島県浜通り地域において実施される
実用化開発等

■地元企業等
補助率 大企業1/2、中小企業2/3
■地元企業等と連携して実施する企業
補助率 大企業1/2、中小企業2/3

②国際産学官共同利用施設への入居
による実用化開発等
補助率 大企業1/2、中小企業2/3

福島県

地域経済産業グループ
福島産業復興推進室

03-3501-8574
製造産業局 産業機械課
03-3501-1691
商務情報政策局 医療・福祉機器産業室
03-3501-1562

福島イノベーション・コースト構想推進施設整備等補助金
（地域復興実用化開発等促進事業）【復興】
平成2８年度予算案額 69.7億円（新規）



事業の内容

事業目的・概要
福島イノベーション・コースト構想については、イノベーション・コース
ト構想推進会議の議論の整理を踏まえ、今後、関係者が一丸
となって、ロボットテストフィールド、国際産学連携拠点、スマートエ
コパーク、エネルギー関連産業プロジェクト、農林水産プロジェクト
等のプロジェクトの事業化、拠点の整備を進めていきます。

 プロジェクトは様々な主体が実施していくことになりますが、本事業
では、県や民間企業等においてこうしたプロジェクトの具体化を進
めていくにあたり必要な調査等を実施します。

地域経済産業グループ 福島産業復興推進室
03-3501-8574

事業イメージ

成果目標
調査を通してプロジェクトの具体化にかかる課題やその対応を検
討し、拠点の整備につなげます。

条件（対象者、対象行為、補助率等）

福島イノベーション・コースト構想
実現可能性調査等補助事業【復興】

平成28年度予算案額 1.0億円（新規）

補助（定額）
国 福島県、民間企業等

ロボット
テストフィールド

国際産学
連携拠点 スマート・

エコパーク

エネルギー関連
プロジェクト

農林水産
プロジェクト

拠点のイメージ例（国際産学連携拠点）

県や民間企業等が主体となって検討するプロジェクトについて、
実施体制、拠点の機能、他の機関との連携・機能分担等の
課題やその対応を検討する実現可能性調査等に必要な費
用を補助します。

プロジェクトの具体化にかかる課題やその対応を調査

福島イノベーション・コースト構想
主要プロジェクト
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